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壁面の位置の制限と工作物の設置制限の関係性

歩道状空地１ｍ 壁面の位置の制限
都市計画道路境界線から４ｍ

壁面の位置の制限
隣地境界線から４ｍ

壁面の位置の制限
都市計画道路境界線から１ｍ

工作物の設置制限

壁面後退区域

工作物の設置制限は、都市計画道路補助第
２０４号線の後退区域に定める。
（制限の趣旨：都市計画道路の整備に支障
となる工作物の設置を制限する。）

壁面後退区域は、敷地境界線（＝現況
道路境界線。都市計画道路の整備後は
都市計画道路境界線。）からと定義さ
れている。（都市計画法第１２条の５
第７項第２号）

整備後

整備前

都市計画道路が
整備されるまで
は敷地の一部
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